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１．安全にお使いいただくために

　警　　告
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　注　　意
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　注　　意

ウシオライティング株式会社
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　注　　意
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２．技術的特長

XR9 Spotは、色温度7,200K、最大輝度49,000ルーメンのPhilips製MSR 575/2放電ランプ（ランプホルダー
ベースGX9.5）を搭載しています。
ランプの耐用期間は750時間です。使用1000時間前の交換を推奨します。
その他のランプではPhilips製MSD 575（GX9.5-、6000K、43,000ルーメン、3000時間）を推奨します。

本体の構成内容:
　　モータライズドフォーカスシステム
　　ズーム（3段階のオートフォーカスビーム開口角度11°/15°/18°）
　　ディマー（プログレッシブおよびリニアディマー機能による放出光の制御）
　　シャッター（瞬間シャッター開閉）
　　ストロボ: メカニカルストロボ効果（毎秒0.85枚から10枚の間で変更可能）
　　2枚のゴボホイール: 1回転（7枚の16ビットインデックス機能付きゴボ+オープン）と1固定（11枚のゴボ）
　　2枚のカラーホイール（16色）
　　プリズム（双方向に回転可能なインデックス機能付き3面プリズム）
　　2枚のフロストフィルター
　　電子または銅鉄バラスト
　　PAN: 540°/3.9秒（8または16ビット）オートリポジショニングシステム内蔵
　　TILT: 320°/2.6秒（8または16ビット）オートリポジショニングシステム内蔵
　　USITT標準DMX 512入力
　　26 ch. DMXチャンネル
　　4つ(8桁)  のLEDディスプレイ、ボタン4個付き
　　2個のXLRコネクター（IN/OUT）、3ピン/5ピン選択可能
　　電源 　　電子バラスト: ユニバーサル電源 90-245V (50/60Hz)

　　電磁バラスト: 230V 50-60Hz（標準）　オプション: 100V 50-60Hz/120V 60Hz/208V 60Hz
　　消費電力: 750W
　　DMX経由リモートランプON/OFF
　　動作周辺温度 -10℃～40℃
　　重量 　　28kg（XR9 SPOT電子バラスト）

本体寸法　(Ｌ×Ｗ×Ｈ）
　　　　　　450x470x670mm

　梱包寸法　　(Ｌ×Ｗ×Ｈ）
　　　　　　　550x440x800mm

　重量　　　35.3kg　
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３．重要な安全上の注意

（１）防火
XR9はPhilips製575 MSR/2あるいはMSDを使用しています。
他のランプの使用は推奨されません。固定具の保証が無効になります。
　・固定具を可燃物の表面に触れさせないでください。
　・可燃性物質から1m以上離してください。
　・発光表面から少なくとも2mは離してください。
　・切れたヒューズまたは破損したヒューズは同等品と交換してください。仕様については配線図を
　　参照してください。
　・プロジェクターは熱動電磁式サーキットブレーカーから主電源に接続してください。

（２）感電の防止
　・本体内は高圧状態です。ランプ交換など可動ヘッドの内部に接触する作業を行う前は、本体の
　　電源を切ってください。
　・XR9に採用されている技術水準により、すべてのメンテナンス作業は専門の技術者にお任せく
　　ください。正規のDTSサービスセンターにお問い合わせください。
　・プロジェクターが正しく機能するためには、アースを正しく接続する必要があります。
　・アースを正しく接続せずに、本体を接続しないでください。
　・固定具は十分に換気された場所に置いてください。

（３）紫外線放射の防止
　・レンズ、フィルター、あるいはABSカバーのいずれかが破損している場合は、ランプを点灯しな
　　いでください。それぞれのシールド機能は、完全な状態で動作していなければ有効になりま
　　せん。
　・ランプが点灯中は直視しないでください。

（４）安全性
　・プロジェクターの据付けには、必ず本体の重量に耐えられるボルト、クランプ、その他の取付用
　　具を使用してください。
　・主要な固定箇所が外れた場合に備えて、必ず本体の重量に耐えられる補助の安全ワイヤを使
　　用してください。
　・本体の表面は70℃以上まで高温になる場合があります。ランプを電源オフにした後10分以上
　　経過するまで、本体に触れないでください。
　・ランプに 物理的損傷が見られる場合は、必ずランプを交換してください。
　・固定具は通風が不十分な閉ざされた場所に取り付けないでください。周辺温度が40℃を超え
　　ないようにしてください。
　・高温に達したランプは破裂の危険性があるため、電源オフにしてから必ず10分以上経過後ラ
　　ンプを交換してください。
　・ランプを取り扱う場合は、必ず手袋などを着用して手を保護してください。

（５）固体および液体の浸透の保護等級
　・本プロジェクターは一般の電気器具と分類されており、固体および液体の浸透に関する保護等
　　級はIP20です。

6 USHIO LIGHTING,INC.
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４．ランプの取付け

警告: ランプを交換する前に本体のスイッチをオフにしてください。

　　　1) ドライバーを使用して、ランプホルダーを固定している3個のネジA、B、C（写真1）を外します。

　　　2) ランプホルダーアセンブリを取り外します（写真2）。

　　　3) ランプを挿入します（写真3）。

　　　　　　 XR 9に使用されるランプはクウォーツガラス製であるため、取扱いには注意してください。必ずラ
ンプ付属のマニュアルに記載された手順に従ってください。ガラスには直接触れず、ランプ付属の
ペーパーを使用してください。GX9.5ランプソケットは左右対称です。
ガラスに無理な力を加えないでください。うまく手順通りにいかない場合は、マニュアルに再度目
を通し、手順を繰り返してください。

　　　4) ランプアセンブリを交換し、一度取り外したネジA、B、Cを締め付けてください（写真4）。

（１）ランプの調整
注意:干渉フィルターや本体内部にある他のコンポーネントのオーバーヒートを防ぐため、光学シス
　　　　テムのランプ調整を推奨しています。

調整は3つのアジャスターX、Y、Zを使用して行います。
この操作の間、投影される領域の周囲の輝度が均一でなければなりません。

7 USHIO LIGHTING,INC.

Philips製575 MSR/2
出力575W
最大輝度49,000ルーメン
色温度7,200K
ランプベースGX9.5
耐用期間1,000時間

Philips 575 MSD
出力575W
最大輝度43,000ルーメン
色温度6,000K
ランプベースGX9.5
耐用期間3,000時間

　写真１ 　写真２ 　写真３ 　写真４

　写真５
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５．電圧と周波数

電子バラストのXR 9は、90-245ボルト50/60Hzで動作します。
電磁バラストのXR 9は、230ボルト50/60Hzで動作します。（標準）
オプション: 100V 50-60Hz/120V 60Hz/208V 60Hz

６．設置

XR9は床または天井に取り付けられます。
床に取り付ける場合、XR 9のベース部には4個のラバー製取付け脚が付きます。
天井に取り付ける場合、適切なクランプを使用して本体を取付け面に固定することを推奨します。
本体を吊るす支持構造は、本体の重量に耐えられる強度が必要であり、本体の吊り下げに使用
するクランプも同様です。XR 9の可動中、本体支持部が動いたり振動したりしないよう十分な剛性
が必要です。
本体の底部に配置された4箇所の1/4回転高速ロックにより、同梱された2個の高速ロックCク
ランプを使用して、任意の位置に本体を固定できます。

（１）落下防止ワイヤ
安全ワイヤまたはチェーンを使用して、XR 9およびサスペンショントラスにつなぐことを推奨してい
ます。これは主要な固定箇所が外れた場合に、固定具が落下するのを防ぐためです。鉄製のワイ
ヤまたはチェーンが本体の重量に耐えられるものであることを確認してください。
安全チェーンは、下部の写真に示すように、固定具のベースにある2箇所の孔（A）に取り付けま
す。

（２）液体からの保護
本プロジェクターには電気および電子コンポーネントが使用されており、それらは油、水、その他
の液体に触れてはならないものです。コンポーネントがそれら液体に接触すると、本体の正しい機
能が損なわれます。

8 USHIO LIGHTING,INC.
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（３）移動範囲
本プロジェクターの最大可動範囲はPANで540°、TILTで270°です。プロジェクターの可動範囲
内に障害物を置かないでください。

（４）発火の危険性
各固定具は発熱するため、十分に換気のできる場所に取り付ける必要があります。可燃物から
最低1mは離すようにしてください。
発光物から最低でも2mは離してください。

（５）強制換気
本体固定具のベース部およびヘッド部の双方には、様々な通風孔や冷却ファンがあることが確認
できます。プロジェクターの動作時には、通風孔を塞いだり冷却ファンの動きを止めたりしないでく
ださい。
そうした阻害要因により、固定具が過度に高温となり、正しく動作しなくなる場合があります。

（６）周辺温度
本プロジェクターは、通風が維持できない場所に設置しないでください。周辺温度は40℃を超えな
いようにしてください。

７．主電源の接続

電子バラストのXR9は90-245V 50-60Hzで動作します。
電磁バラストのXR9は230V 50-60Hzで動作します。
（オプション: 100V 50-60Hz/120V 60Hz/208V 60Hz）
本体を主電源に接続する前に、お手持ちの型式のプロジェ
クターが現場の主電源に適合しているか確認してください。
接続に際して、プラグが230V 6.3Aまたは100-120V 16Aに
適合しているか確認してください。
規定基準に厳密に沿った接続を強く推奨します。

（１）保護
各XR 9には熱動電磁式サーキットブレーカーの使用を推奨します。
プロジェクターの正常な動作には、適切なアースの接続が必要です。

８．ＤＭＸ信号の接続

本製品は、デジタルDMX 512（1990）信号により動作します。ミキサーとプロジェクター、あるいは
プロジェクターどうしの接続には、0.5mm径の遮蔽対ケーブルとCANNON XLR 5ピンまたは3ピン
コネクターを使用してください。
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電子バラスト
90-245V 50/60Hz
電磁バラスト
230V 50/60Hz（標準）
オプション: 100V 50-60Hz
　/120V 60Hz/208V 60Hz
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導線どうしが接触しないように注意してください。XLRのケースにアースケーブルを接続しないでく
ださい。プラグのケースは絶縁状態にしてください。ミキサー信号をプロジェクターのDMX INプラグ
に接続し、そのミキサー信号を次のプロジェクターへ接続します。次のプロジェクターに接続する
には、最初のプロジェクターのDMX OUTプラグを次のプロジェクターのDMX INプラグに接続する
ことで行えます。
この方法により、すべてのプロジェクターをカスケード接続します。
注: ディスプレイのDMXアドレスが点滅している場合、以下のいずれかのエラーが発生しています。

設置において、長い距離をDMXケーブルで接続する必要のある場合、DMXターミネーターの使用を
推奨します。
DMXターミネーターは、ピン2とピン3間の抵抗が120オームであるオスのXLR 3-5ピンコネクター
です。
DMXターミネーターは、DMXラインの最後のユニット（DMXアウトパネルコネクター）に接続する
必要があります。

XR9の標準構成には、XLR 5ピン接続が含まれています。
XLR 3ピン構成に変換する場合は、次の手順に従います。
1) ディスプレイカバーパネルを本体に固定する2個のネジを取り外します（写真1）。
2) XLRコネクターをパネルに固定するネジを取り外します（写真2）。
3) 電子カードを180°回転させます（写真3）。
4) 3ピンXLRコネクターを固有の孔に嵌め、ディスプレイカバーパネルを閉じます。

10 USHIO LIGHTING,INC.

・DMX信号が存在していな
い
・DMXアドレスが無効
・DMX受信に問題あり

オスのXRLコネクターのピン2とピン3の間
に120オームの抵抗を配置し、コネクター
をDMXラインの最後に接続されたDMXア
ウトパネルコネクターに接続します。

　写真１ 　写真２ 　写真３
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（１）DMXのアドレス
XR9は18 または26（デフォルト）DMXチャンネルの2モードで使用できます。

XR9を18チャンネルモードで使用する場合、MODEメニューから18 CHモードを選択し、ミキサー
で以下のアドレスを設定します。

（２）DMXアドレスの選択
1) UP-DOWNキーを押して、選択するDMXチャンネルに移動します。ディスプレイの数字が点滅

　 　　し始めます。（ただし新しいDMXアドレスはまだ設定されていません）
2) ENTERを押して選択を確定します。ディスプレイの数字の点滅が停止し、プロジェクターに新し
　　いDMXアドレスが設定されます。

ヒント:
　UPまたはDOWNキーを押し続けると、チャンネルの計算速度が速くなり、迅速に選択できます。
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プロジェクター1  A001
プロジェクター2  A019 次のプロジェクターを選択する場合は、「18」を追加します。

プロジェクター3  A037
…. 　　　　　　　　A…
プロジェクター6  A091

XR9を26チャンネルモードで使用する場合は、MODEメニューから26 CHモードを選択し、以下
のアドレスを設定します。

プロジェクター1  A001
プロジェクター2  A027 次のプロジェクターを選択する場合は、「26」を追加します。

プロジェクター3  A053
…　　　　　　　　　A…
プロジェクター6  A131
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９．ディスプレイの機能

XR9のディスプレイパネルに、使用可能なすべての機能が表示されます。これらの機能を使用す
ると、一部のパラメータの変更や一部の機能の追加が可能になります。DTS側の設定を変更する
と本体の機能が変更され、本体の制御に使用されるDMX 512に反応しなくなる場合があります。
変更や選択を実行する前に、次に示す手順に従ってください。

注: 記号☞は必要な機能を使用する場合に押すキーを示します。
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ディスプレイの機能

主電源
電子バラスト
90-245V 50/60Hz
電磁バラスト
230V 50/60Hz（標準）
オプション: 100V 50-60Hz
/120V 60Hz/208V 60Hz

PAN移動方向反転
PAN移動を左から右および

右から左に転換

時計回り

　　反時計回り

TILT移動方向反転
TILT移動を下から上および

上から下に転換

時計回り

　　反時計回り

ディスプレイ表示反転
取付け位置（床上または吊下げ）
に

応じてディスプレイの表示を転換

ディスプレイスタンバイ
ディスプレイをオフ（5秒後）

床置き

吊下げ

ディスプレ
イＯＦＦ

ディスプレ
イ常時ＯＮ

DMXモード
DMXモード: 26-18チャンネルを選

択

26チャンネル
（PAN ＆ TILT 16ビット）

18チャンネル
（PAN ＆ TILT 16ビット）
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９．ディスプレイの機能
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テストモード
フルテストおよび個別機能テスト

リセット
すべてのモーター
を

DMXリモートリセット有効

DMXリモートリセット無効

オールリセット

デフォルト
デフォルト設定に復元

ソフトウェア
ソフトウェア バージョン

ファンコントロール
ファン速度をコントロール

スピードコントロール
PAN TILTスピードコントロール

ゴボローテート
ゴボスクロール中のゴボローテート

フォーカス
フォーカス ステッパー モーター設

ゴボローテート　ＯＦＦ

ゴボローテート　ＯＮ

フォーカス ステッパー モーター タイプ1

フォーカス ステッパー モーター タイプ2
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９．ディスプレイの機能
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ランプ
ランプ常時ON常時OFF

またはDMX経由ランプON-OFF選択調整

調整
ミキサー非接続時にランプを調整
PAN-TILTとフォーカスのパラメータの設

定が可能

DMXリモートON/OFF（デフォルト）

強制ON

強制OFF

予約
PANロック- TILTロック

PANフリー - TILTフリー

PANロック
PANを希望の値にロック

TILTロック
TILTを希望の値にロック

TILTフリー
TILTモーターへの電力を遮断

PANフリー
PANモーターへの電力を遮断

タイマー
ランプ残り使用時間（リセット可能）
および本体残り使用時間（リセット不
可）



  XR 9 SPOT 取扱説明書

１０．PAN & TILT速度（SPEE）（デフォルト: 2）

XR9ではPANとTILTモーターを高速に設定できます。
SPEEが表示されるまでMENUを押します。
ENTERを押して、UP-DOWNキーを使って速度を選択します（4速度）。ENTERを押して確定します。
速度4（最高速度）を使用する場合、PANとTILT速度は非常に高速になり、プロジェクターが経路
を逸脱する場合があります。この場合、エンコーダにより位置が修正されます。

１１．ファンの速度（FANS）（デフォルト: 12）

ファンの速度を調整すると、ファンのノイズを抑えられますが、周辺温度が35℃未満でなければ
なりません。
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  XR 9 SPOT 取扱説明書

１２．エラーメッセージ
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エラー: エンコーダPAN

エラー: エンコーダTILT

エラー: DMXアドレス

エラー: データ読み込みEEPROM

エラー: リセット回路ライン1（ズーム、フォーカス）

エラー: リセット回路ライン2（ゴボ1、カラー1）

エラー: リセット回路ライン3（アイリス）

エラー: リセット回路ライン4（ゴボ2、カラー2）

エラー: カラー1ホイール位置

エラー: カラー2ホイール位置

エラー: ゴボ1ホイール位置

エラー: ゴボ1ホイールインデックス

エラー: 内部通信

エラー: 同期周波数測定（ランプONの同期）

エラー: フォーカス位置

エラー: アイリス位置

エラー: ゴボ2位置
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１３．非表示メニュー

技術担当者向け
このメニューを動作させる場合は次の操作を行います。
プロジェクターをDMXコントローラに接続します（DMX信号が正しく受信されていなければ
なりません）。
　　・XR9をリセットします（DMXコントローラからではなく、MENUからリセットしてください）。
　　・リセットの間、MENUとENTERキーを同時に押します。
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モーターの電子校正。

EEPROMリセット（すべての設定をリセット。注: このキーを押した場合、以前のすべての較
正を繰り返さなければなりません）。

非表示メニューの修了。
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１４．プロジェクターハウジングの取り外し

次の指示に従ってカバーを取り外し、プロジェクターの内部を検査できます。

プロジェクターの内部コンポーネントにアクセスする場合、事前に電源を切ってください。

1) ヘッドカバーを固定する3個のネジを緩めます（写真1）。
2) ネジを取り外した後、カバーを持ち上げ内部コンポーネントにアクセスします（写真2）。

１５．ゴボの交換

XR9は特殊な工具を使用せずに、固定具のゴボを取り外すことができる機械システムを使用して
います。交換用のゴボは、耐熱性のガラスまたは金属製のものを使用します。
各種のゴボはD.T.S.販売網でご購入できます。
ゴボの寸法:　　外径 = 27.9mm
　　　　　　　　　 内縁の画像の径 = 24mm
　　　　　　　　　 厚み = 0.2～4mm（カタログ参照）               

 ローテートゴボホイールのゴボ交換
ゴボを交換する場合、プロジェクターの電源がオフになっているか確認してください。
1) 上記の説明に従ってプロジェクターのハウジングを開きます。
2) ゴボホルダーを取り外すと、ゴボに簡単にアクセスできます（写真1と2）。
3) ゴボ止めバネを外し、注意しながらゴボを取り外します（写真3）。
4) 手順を逆に行い、交換用のゴボを取り付けます。
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注　意

　写真１ 　写真２

　写真１ 　写真２ 　写真３
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１６．定期クリーニング

（１）レンズとリフレクター
埃が薄く積もっても、出力輝度が大きく損なわれる場合があります。すべてのレンズおよび
リフレクターを、特殊なレンズ洗浄液に浸した柔らかいコットン布を使って、定期的に清掃して
ください。

（２）ファンと通風経路
ファンと通風経路は、約6週間ごとに清掃してください。この定期清掃は、プロジェクターの動作状
況に応じて調整します。このタイプのメンテナンスに適した用具として、ブラシと一般的なバキュー
ムクリーナーまたはエアコンプレッサがあります。必要に応じて、ファンと通風経路の清掃を頻繁
に行ってください。

１７．定期調整

　ランプ
ランプは熱による損傷または変形が外見からわかるようになれば交換します。ランプが爆発する
危険性を抑えることができます。

機械的部品
すべての機械的部品、ギヤ、ガイド、ベルトなどの磨耗と破断を定期的に点検し、必要に応じて
交換します。すべてのコンポーネント、特に高温になる部品の潤滑油を定期的に点検してくだ
さい。
必要に応じて、D.T.S.から購入可能な適切な潤滑油を注油します。ベルトの張りを点検し、必
要に応じて調節します。

電気コンポーネント
すべての電気コンポーネントが正しくアースされているか、すべてのコネクターが正しく接続され
ているかを点検し、必要に応じて固定し直します。

ヒューズの交換
XR9のベースのランプと電子部品を保護するヒューズを確認します。マルチメーターを使用して
ヒューズの状態をテストし、必要に応じて同等タイプのヒューズと交換します。

注意
プロジェクターハウジングを取り外す前に、電源を切ってください。
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１８．ＤＭＸプロトコル
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１９．ローテートゴボホイール（ＧＯＢＯ１）
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２０．固定ゴボホイール（ＧＯＢＯ２）
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２１．カラーホイール１
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２２．カラーホイール２
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ウシオライティング株式会社

東京本社 　〒１０４-００３２　 東京都中央区八丁堀２－９－１
　　　　　　　　秀和東八重洲ビル５F
TEL　０３-３５５２-８２６４（代）

大阪支店　　〒５３２-００１１　 大阪市淀川区西中島５－１３－９
　　　　　　新大阪ＭＴビル１号館４Ｆ
TEL　０６-６８８６-２６２２（代）

名古屋支店　〒４６１-０００２ 名古屋市東区代官町３９－１７
　　　　　　　　　　　鹿島貿易ビル７Ｆ
TEL　０５２-９３６-１２５５（代）

福岡営業所　〒８１２-００１６ 福岡市博多区博多駅南１－８－１２
　　　　　　　　博多駅南ＭＴビル４Ｆ
TEL　０９２-４１１-５９４５（代）
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